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はじめに

　近年，不登校や引きこもりやニート（NEET），フリー

ター，成人後や結婚後の親への経済面や生活面で依存す

るいわゆる「パラサイト」する若者等の増加等が報じら

れているように，子ども・青年の人間形成・人格形成に

はさまざまな現代の課題がある．学校では1昔と比較し

て子ども達に基本的なしっけがなっていないことや子ど

も達の精神的な幼さを嘆き，家庭教育力の低下が原因で

あると指摘されている．もっともな嘆きであるが，これ

は，多分にかって家庭が持っていた教育機能を低下させ

てしまった，科学・技術の進歩と産業構造の変化によっ

て惹起された必然的な変化でもある．都市化と情報・通

信技術の革新と普及は，そうした変化をいっそう広めて

拍車をかけている．加えて，現代では親の意識が子ども

を「授かる」から親が「っくる」ものへと変化しており，

親の子どもへの感情も教育的営為をも大きく変化させて

しまっている．

　「っくる」子どもへの教育的営為は限界と問題をはら

んでいるため，親以外のものによる養護・教育が必要と

され，教育・保育・養護サービスの拡充と質的向上が強

調されている．そして，そのためにはまず子ども・人間

の発達についての深い理解が必要であるが，ここ数十年

で発達心理学，臨床心理学，臨床教育学等の分野は大き

な発展を遂げている．子どもの発達初期から見られる自
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発的な探索行動と個性・気質，それらと教育の相互作用，

応答的フィードバック，発達を阻害する各種の要因とそ

れへの治療的援助から得られる教育のあり方への示唆，

発達と相互に規定し合う社会文化的諸要因等，理論と実

証両面での最新の知見を教育・保育に携わる大人達が持

っための再学習の機会も必要であろうし，また，そういっ

た視点からの新しい教育・保育者を養成する体制の確立

も必要であろう．教育機関は家庭の限界・問題を補完す

る役割を持っが，この際に一方が他方に任せきってしま

うのではなく，子どもの育ちに対して親と教師とは車の

両輪のような協同が重要である．その実現のために，親

と教育者との間に緊密な対話や情報交換がなされること

や，人間形成と発達にっいての具体的な支援のあり方へ

の共通理解が望まれる．

　近年，保育施設には，従来からの子どもの保育だけで

なく「子育て支援センター」としての機能が求あられ，

保育過程に「家庭援助論」が新たに必修として追加され

た．教職課程には「教育相談論」等のカウンセリングに

関する科目が追加されたことも，子育てや家庭への支援

を含む子どもの人間形成，発達のホリスティック（全体

論的）な視点からの担い手を養成するためのものである

という点で通じている．この機能をはたすには，家族や

親のおかれている状況を理解し，育児・教育相談にとど

まらず親自身の発達を支援する役割が期待されており，

子どもとの関係，親の生き方，親の自己実現，家族・夫

婦関係にわたる広範な事柄，子ども・青年自身および子

ども・青年に関わるすべての大人の生涯発達のあり方や

その課題への深い理解が求あられる．その理解は教育者
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個人の経験や意見によるものではすまされない．教育・

保育・心理学等の知識のほかに，生涯発達，家族関係，

社会文化的背景等にっいての知識と相手の立場や主張に

傾聴し適切な相談・援助をするための専門性が要求され

ている．

　人間形成の現代的課題を分析し社会科学的知識を持ち，

そうすることによって子どもへの責任放棄に陥ることな

く，子どもの望ましい発達のために今何をすべきか一積

極的な教育内容と方法，予防的・治療的・開発的な発達

支援のあり方について，子ども・青年及び家庭・学校・

地域等すべての人間形成に関わる人々の生涯発達の視点

から考察したい．

1　現代の社会と子ども・青年の発達特性

　子どもの虐待は年々増えっづけ，児童相談所における

子どもの虐待相談の処理件数は，2002年度は23，738件で

あり，1990年度の1，101件と12年間で約21倍にも増加し

ている．一方，かかりっけ小児科医への育児不安相談状

況に関する調査では，乳幼児期育児不安に関する相談は

「多い」（15％）と「時々ある」（66％）を合わせると81

％になる．多くの小児科医は，「親の育児不安をどうと

らえるか」という質問に対して「親への教育や支援が必

要」と回答しているD．虐待をする親の多くから「しっ

けだと思ってやった」とか，「育てにくい子で，言うこ

とをきかないのでやった」というようなコメントが聞か

れる．実際に育てにくい要因が存在する場合もあるが，

特にそうではなくても親にはそのように感じられてしま

うケースも多い．そこには親に自分の本当の気持ちやニー

ズを理解されず表現できず受容されない子どもの苦しみ

と，子どもを理解し受容することができない親の苦しみ

が同時に存在している．このような図式は，親子間の虐

待に限らず，いじあ，不登校，引きこもり，非行等等あ

らゆる非社会的及び反社会的行動の生じているケースに

っいて，教師と児童・生徒達や，さまざまな大人と子ど

もとの間に共通して見られるものであると思われる．

　現代の日本の子どもの発達特性には，親の明示的な命

令やしっけ以上に子どもが親の意を汲み取り「いい子」

になろうと自己規制するような仕組みが強く働いてい

る2）．子どもが学校に行くとき等に，親は具体的な指示

を与えるよりも「いい子にしてきなさい」といった言葉

をかけ，子どももそれに納得して振る舞おうとする．こ

うした親の期待する「いい子像」が，子どもの「いい子

アイデンティティ」の特質となり子どもの行動を規定し

ているために，親や社会が規定している「いい」の内容

がシリァスな課題となってくる．

　日本の親たちが子どもに対して第一義的に期待するも

のの中核は，他者との和や従順，素直や協調であり，ア

メリカの親が独立的であり自己主張に終始するのと対比

的である．この和や従順，素直や協調は，人間関係を重

視する日本の歴史的社会的基盤の強さをうかがわせる．

しかし社会の変動は，これまで他者との協調の蔭でやや

もすると軽視されてきた個人の意志・判断・能力・独自

性・自立性の重要度をクローズアップさせており，従来

の「いい」ではすまなくなってきており，「いい」の見

直しが切実に迫られている．

　親に素直で従順な一見「いい子」が，ある時に急に暴

力や犯行，怠惰等の逸脱行動に走るケースは少なくない．

自分の意志も能力も不十分な幼少時は親の「いい子」を

受動的に引き受け，過剰な他者への配慮が促されるあま

り，過剰な自己抑制を生んでしまった，それが爆発した

あげくの反乱であり，親や社会の「いい子」へのSOSだ

とみなすことができる3）．子どもは「授かるもの」から

「親が検討した結果っくるもの」へと変化した今日，子

どもへの期待は子どもにとってのものではなく，親にとっ

てのものとなり，「やさしい暴力」や「愛情という名の

支配」になりやすい状況を考えると，いわゆる「いい子」

の概念にっいての再考が必要である．

　いわゆるキレる，キレやすいことは現代の子ども達の

特質だといわれる．少しの葛藤や困難ですぐに混乱した

り挫折したりしてしまい，相手を不当に攻撃したり，自

傷的な行動をとったり，自分の殻に閉じこもり他者と距

離をとってしまうといった事例は事欠かない．これは自

分の意志や行動を時に制御し，時に主張するという両面

を備えた自己制御機能の発達の不全である．この機能は

幼少期からの多様な経験一我慢したり自己主張したり

する必要があるような多様な経験に出会い，それを自力

で解決する機会を重ねる中で育っものである．きょうだ

い間での喧嘩，他者とのものや順番をめぐる衝突等は，

抑制と主張の使い分けや強さ，そのタイミングを習得す

る格好の場である．

　しかし，こうした社会的・対人的経験は少なくなって

きている．きょうだいの少なさ，ものの豊富さ，親の過

保護・過干渉，和を大事にする風土等が，子どもからこ

うした経験を奪っており，その一つの結果がキレやすい
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子ども達である．こうした社会的背景を認識した上で，

親としてなしうることは過保護や過干渉をいましめ，子

どもに自己解決の機会をつくり，さらに子どものモデル

となっている親や大人自身自らのキレる類の行動や精神

を省みなくてはならない．親や教師，大人達，家庭や学

校での教育の在り方をこの視点から見直す必要があろう．

　現代の社会，産業構造の変化は，家族の急激な変容と

りわけ核家族化・少子化の進展および都市化を招来させ

ている．このことはながらく家族が主要な機能を担って

きた子どもの養育機能を低下・縮小させることとなって

いる．核家族化は子どもの養育に関わる家族成員を親だ

けとし，その教育力をおのずから減少させた．加えて，

少子化によりきょうだい数は減少し，きょうだい間の教

育・発達の機会をも減少させた．かっては，生活を共に

する他世代にわたるさまざまな親族が子どもの養育に関

わり，子どもの生活圏において多様な刺激と経験を持っ

ことによって，子どもの心身の発達が自然に豊かに展開

されていく側面が強かった．現代ではそうした家族の中

での発達の機会が著しく減少している．

　一方，科学・技術が高度に発展した社会は，子どもが

高い教育による知識・技術を持っことを要求する．この

ことは，家族による子どもの教育の限界をもたらし，子

どもの教育を外部の専門機関に多分に委譲せざるをえな

い状況とした．このことも家庭の教育力を減退させる一

因と言えるだろう．

　こうした家庭教育力の衰退を回復させようとしてもそ

れには限界がある．家族の変容一核家族化も少子化も

人々がよかれと思って達成した先進諸国の社会の変化の

必然であり，家族がかって担っていた機能を外部に委譲

することになったこともその必然的な結果だからであ

る4）．

　このような家庭教育の限界や問題は母親において強く

現れる現状がある．子どもの養育は母親の責任とする社

会的風土が子どもの教育の実質的な担い手をほとんど母

親だけにしているからである．しかし，良しとされてき

た「母の手による子育て」は，今や危機に瀕している．

育児不安は，職業を持っている母親よりも無職で子育て

に専念している母親，っまり「母の手による子育て」を

実践している層で強い5）．そうした母親達は育児への不

安ばかりではなく現在の生活や夫に対しても強い不安や

不満を持っていると報告されている6）．このような親の

態度や行動，心情は，子どもの自主・自発性や個性に基

ついた育ちの機会を奪ってしまう問題をはらんでいる．

子ども達の育ちの適切な発達を保証するには，こうした

親・大人達の問題から見直していかなければならない．

　先述のように過保護・過干渉の傾向はとりわけ職業を

持たない母親に強まるが，このような母親の陥りやすい

子どもへの過剰な傾斜は子どもに対して問題であるばか

りではない．当の母親自身の発達の問題でもある．育児

不安と一口にいわれるが，その内容は子どもや育児につ

いての不安ばかりではなく，母親自身の存在や生き方，

将来展望についての不安や不満，焦り等である場合も少

なくない．それは女性の実存に関わる問題で，長くなっ

た人生を子どもの養育や家事だけでは時間的にも心理的

にも充足できにくくなった女性の苦悩がそこにある7）．

それは女性の自己中心性とか母性の喪失として片づけら

れるものではない．女性が母や妻としてだけではなく個

人として生きる必要に迫られ，その生き方を模索してい

る姿である．このような親の心理発達上の問題も支援さ

れなければならず，子育て支援には親の発達の保証一

母親のみならず父親　さらにいえば親だけではない教師

や子どもに関わる全ての大人の生涯にわたる心理発達の

保証が重要な課題なのである．

皿　現代の子ども・青年の人格形成の諸課題

　近代的な人間観やその教育を論じたルソー（J．J．

Rousseau）は，人間を「造物主の手を出るときは皆善

であった．ひとたび人間の手にわたると皆それは悪にな

る」と主張した．これは，本来善なる性質を有する人間

が社会や文化，環境によって悪になる故，教育は人間の

本来的性格である自然的発達法則の善なるものを保護・

養育することにあると論じたのである．また，近代教育

の父とも呼ばれ，ヒューマニズム教育を主張したペスタ

ロッチ（J．H．　Pestalozzi）は，人間の人間たるゆえんは

「t

､111信頼旧誠”等の人間性の特質を持っことであると

論じた．しかし，現実存在としての人間は，現実社会の

文化の構造，諸々の環境の中で，人間的な本能や精神，

心理は退行したり萎縮したり，あるいは一面的な発達ば

かりがなされたりしている8）．

　現代の人間性や精神の教育にっいてフロム　（E．

Fromm）は鋭い分析をし，豊かな人間存在のために数々

の人間性分析考察を進めた．彼は人間あるいは人間性に

っいて二つのオリエンテーション（自己と現在の環境や

過去との関係を正しく認識する精神作用）を明らかにし
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た．（1＞ネクロフィリア（対するはバイオフィリアー生

への愛，生産性），（2）ナルシシズム（対するは客観性，

合理主義，愛），（3）共生的・近親相姦的固着（対するは

成長，独立，自由）等のそれである．（1）ネクロフィリ

アは死を愛好する心で，破壊と否定を示すものである．

それは成長の停止・分散・衰退のサイクルであるのに対

し，バイオフィリアは生の合一・誕生・生長のサイクル

を示すものである．バイオフィラスな傾向は人間的な力

を生産的に利用し得る能力を発達させることにあらわれ，

あらゆるところに見られる生と生長の過程に惹きつけら

れるものである．教育の原理は以上に加えて，暖かい愛

情に触れること，自由であること，実例による内的調和

と強さを導く原理の指導，生きる技術の指導，激励，楽

しい生活の方法等である9）．

　ところが現代社会には，ネクロフィリア助成の社会的

条件が満ちあふれている．現代は高度に組織された産業

化，官僚組織化の時代である．同時に高度の機械技術・

テクノロジーが支配する社会でもある．これは一般的生

活，産業，軍事科学にも言えることである．核時代の今

日，ひとたび間違えば全面破壊の危機の時代である．フ

ロムはこうした社会の中で，新しいタイプの人間が創造

されたと指摘する1°）．オーガニゼーション・マン（組織

人間），オートマトン・マン（自動機械的人間），ホモ・

コンシューメン（消費的人間），ホモ・メンニカス（機

械的人間）等である，こうした新しいタイプの人間によっ

て押し進められる現代の産業は，知性化，定量化，抽象

化，官僚化，具象化等の特徴を持っている．こうしたこ

とが物でなく人間に適用された場合は，生の原理ではな

く，力学の原理になってしまう．このような制度の中に

生活する人は生に無関心になり冷淡になり，破壊性，否

定性に惹きっけられたりしてしまう．こうしたことがネ

クロフィリアのオリエンテーションを強化し，増幅して

いるところに現代社会の危険性がある11）．

　先に見たように子どもの虐待は近年増加しているが，

この現象はネクロフィリア（管理性，否定性の性格特質）

のオリエンテーションが強化されていることを示す良い

例である．虐待が発生する背景にはさまざまな要因があ

げられる．子ども虐待に対するマイナスカードとして下

記の点が指摘されており，このカードが複数あることで

虐待が生じるとされている12）．子どもの虐待に対するマ

イナスカードは，1．夫婦不和，2．経済不安，3．親

準備性，4．育児力，5．愛着形成を阻害，6．過剰な

期待，7．双胎（多胎），8．社会的孤立，である．3

の親準備性には，親の生育歴：被虐待（あるいは極端に

厳しいしっけ）・親がアルコール依存・両親不在，母親

の家事能力：料理・清潔・医療の利用，10代の妊娠等が

含まれる．

　虐待は虐待の行為が行われた時だけの一過性の傷では

なく，その子どもの一生に影響しかねない行為である．

成人の解離性同一性障害が幼少期の虐待に関係している

ことや，被虐待児が成人した後我が子に虐待してしまう

という虐待の「世代間伝達」等，さまざまな背景と問題

を虐待の事例は抱えている．この「世代間伝達」にもあ

らわされているように，虐待問題を考えるときには家族

の問題を切り離して考えることはできない．ベルスキー

（J．Belsky）13）のトランザクションモデルによれば，子

どもの問題は親の問題を生み出し，親の問題は子どもの

問題を生み出す．親や子どもに何らかの特異性があると

すれば，トランザクションプロセスの中で，その家族に

特有な関係や問題が展開していく．家族に対する発達支

援は，少なくとも二っの内容を含んでいる．一っは，子

どもの発達に対する支援の意味であり，もう一つは親に

対する発達支援である．障害を持っ子どもの親に対する

支援も，親に対する発達支援と考えられる．蔦森・清

水14）は，障害を持っ子どもの親は二重の存在だと指摘

する．子どものためにできるだけのことをしてあげたい

と思うと同時に，子どもが障害を持っているということ

で深く傷っき悩んでいるというのである．蔦森・清水15）

によれば，治療者も二っの顔を持つ．親にとっての治療

者は，子どもの問題を指摘し，親に不安やストレスを与

える存在であると同時に，親の心理的危機を救う存在で

もある．治療者は，親に十分な情報を与え，心理的支援

を与えることで，治療に対する親としての自己決定を支

え，さらに障害の受容を援助することができる．

　親に対する発達支援はもう一っ重要な側面がある．生

涯発達的に考えると，親は子どもを育てることを通して

大人として発達する’6）．しかし，古澤らの研究17）によれ

ば，親は子どもを育て始める前に，親としての発達を開

始することができる．古澤らは，乳幼児を養子とした親

が実の親よりも，親としてポジティブな態度を持ってい

るし，夫婦関係に対してもよりポジティブな評価をした

ことを報告している．それは，子どもを養子に迎えるま

での期間に起こったことである．これは，養親が実際に

子どもを迎えるまでに，人格的に成熟できなかった夫婦
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や強い信頼関係を築けなかった夫婦が脱落するためであ

り，また，人格的成熟や夫婦関係の深化・親密化を促進

するような研修や情報提供，支援が関係団体や関係者に

よって充分に与えられているためだと考えることができ

る．

　現代における発達支援の対象はどのような人々であろ

うか．発達支援の対象を，発達上の問題を持った子ども

との親に限定できないということは明らかである．発達

支援の対象は子どもに限らないし，発達上の問題を持つ

人にも限定されない．例えば，多くの人々が，人生のさ

まざまな時期に環境移行を経験する．環境移行に対する

適応プロセスは，マイクロなレベルの発達だと考えられ

る18）．幼児の幼稚園や保育所への適応過程19）や小学校へ

の入学や転校2°），親や家族という準拠集団から仲間とい

う準拠集団への移行，恋愛や結婚，離婚，出産等による

親子関係の形成や変化21），等はいずれも，環境移行の例

だと考えられる．そして環境移行にある人々は発達支援

の対象となる．

　このように考えてくると，発達支援の対象は，決して

特別な人々ではないということになる．このような視点

は実際発達支援を行う上で，非常に重要な意味を持っ．

なぜなら，実際はすべての人が発達支援の対象なり得る

にもかかわらず，支援の対象になるということにっいて

の偏見が存在しているからである．それは，支援の対象

になる人は何らかの欠落や不足があるというものである．

支援を受ける人々の側の偏見は，支援にたいするネガティ

ブな反応や支援されることによる自己概念の傷つき，ス

トレスの増加といった形で働く．一方支援する側の人々

は，支援される側の人々の行動に対する不用意な介入，

批判や信念の押しっけをしてしまいがちである．しかし，

発達支援の対象は決して特別な人々ではない．発達支援

の対象は，単に何かを発達させている人々であるに過ぎ

ない．

　家族にかかわった問題で考えれば，親に対する支援が

分かりやすい例となろう．親に対する支援は，決してそ

の親に，親として必要な何かが欠如しているから必要だ

とは限らない．現代では，共同体の中で，あるいは自分

自身の育ちの中で，子どもを育てることに関わったさま

ざまな体験をする機会をあまりもたない親が多くなっ

た22）．しかも，一組の男女の間に生まれる子どもの数は

少ない．多くの親は，それがどのようなタイプの親であっ

ても，親としての経験が非常に限られているのである．

したがって親としての行為に習熟するたあには，さまざ

まな方向からの支援がますます必要とされてきていると

言えよう．

皿　ホリスティック教育理論の視点

　不登校や身体症状，反社会的行動（いわゆるキレる等）

を予防するためには，児童期からストレス対処能力を高

あておくことが有効である．近年，ストレスマネジメン

ト教育を，学校現場や子どもの臨床場面に適用する実践

報告が増えてきた．ストレスマネジメント教育は，従来

は産業カウンセリングの現場で従業員の心身の健康を維

持し，仕事の効率を上げるために実用化されてきた．し

かし，阪神大震災の直後から，PTSDの治療及び悪化を

防ぐたあに効果的であると考えられるようになり，子ど

もに対しても，積極的にストレスとの付き合い方を教え

る実践が始まった23）．ストレスマネジメント教育は，自

分がストレスを感じる場面を把握すること，自分のスト

レス反応に気づくこと，そしてストレッサーを感じたと

きに自分はどのように対処しているかを自覚し，有効な

対象方略を身にっけることからなっている．木田24）は

子ども達が感じるストレッサーを認識するための授業の

展開例や，双六ゲームを通してさまざまな対処法略があ

ることをまなぶためのコーピング・サイコロを報告して

いる．竹中ら25）は小学生への三回にわたるストレスマネ

ジメント教育（腹式呼吸を中心としたリラクゼーション，

筋弛緩法，漸進的リラクゼーション，顔面マッサージ，

クイズ形式によってストレスを感じそうな場面を理解す

る課題等を授業に組み込む）の実践を報告している．ス

トレスマネジメント教育の授業では，授業の前後に不安

得点が有意に減少している．また中学生を対象としたス

トレスマネジメント教育の実践で，教育を受けた女子で

はセルフ・エフィカシーが上昇したという報告もある26）．

　大迫27）は反社会的行動のために児童自立支援施設に入

所した小学生男子の事例を報告している．対象児は行為

障害の小児期発症型であると考えられるが，家庭環境や

生育歴に多くの問題を抱えている．このような児童に対

して，厳しく叱責したり脅しによって行動の統制をはか

ることはまったく効果がない．大迫は，施設職員による

精神的なサポートの充実と自己評価を高め表現力や対人

関係能力を形成するような対応を試み，効果をあげてい

る．

　いわゆるキレる子ども達は，怒りの感情をコントロー
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ルできない状態にある．岡本28）は，友人に対する気遣い

や他者からバカにされたとき等にキレやすくなること，

イライラしたり怒りを感じたときに攻撃的になると答え

た子どもが45％にも上ると報告している．大淵29）は不快

な感情が生じたときにそれがそのまま攻撃行動にっなが

る経路と，認知的にこれを制御する経路の二過程説を提

唱している．この考え方に従えば，怒りのコントロール

能力を身にっけるためには，不快な情動を解消する方法

と認知的な制御力を高める方法が考えられる．これを実

践した研究として，伊澤ら3°）の大学生を対象とした実験

がある．人工的に怒りを誘発した状態でゆっくりと呼吸

調整を行ったグループは，呼吸法を行わなかった群より

も怒りが減少し，爽快感が増したと報告されている．

　情動面，認知面，行動面への働きかけは，主に治療的

なカウンセリングの場ではもともと行われていることで

あるが，その視点を予防的・開発的カウンセリングにも

取り入れ，さらに教育のあり方自体にっいてもその視点

から問うことが重要である．先述のように，例えば，子

どもの問題行動ひとっをとってみても，その背景にはそ

の子どもの被虐待体験があり，虐待する親にはその親の

被虐待体験や社会文化的な要因と関連した自己実現を阻

む生涯発達における問題がある等，問題は相互影響関係

の中で起きていて，結果が原因となり，原因が結果とな

るパターンが繰り返されている．このような円環的因果

律の考えに基づいた，目立って問題が現れている一人の

人だけでなくその全体的な相互影響関係をもとから変え

ていくための教育が必要であると考える．

　ホリスティック教育はその視点からの示唆に富んでい

る．ホリスティック教育の教育方針は，複雑になり相互

に依存しあう世界を視野に入れているという点でホリス

ティックなものであり，　〈つながり〉や〈かかわり〉を

重視するもので，いろいろな考え方のっながりや人と人

とのっながりやさまざまな現象の間の関連性等を重視す

るものである3D．

　ホリスティックな学びには以下のような特徴がある一

学びには身体，感情，知性，精神のすべての面が含まれ

る．知ることと学ぶことには多くの道がある，言語的知

性，論理数学的知性，空間的知性，音楽的知性，運動感

覚的知性，対人関係的知性，個人の内面的知性の七っの

知性のうち，普通の教育では最初の二っが重視されるが，

ホリスティック教育では他の知性もすべて重視される．

学びには努力と遊びの両面がある，学びが促進されるの

は心がやすらぐ環境にいるときであり，生徒や学生が意

欲的に学習に取り組み，それをなしとげるときであり，

それが実際の生活に関係しているときである．自己を知

ることはホリスティックの学びの核心であるたあ，自己

を知るために内省と瞑想の二っの方法をとる．成長や発

達は大人になってからも続くことをふまえて，教師も生

徒も互いに成長し合う存在として見る．学びは過去の条

件付けを解き放つ働きも含むもので，過去の心の傷等か

ら解放され暴力の連鎖のような悪循環を断ち切る．論理

的思考のみでなく直感も重視し，その二っのバランスを

回復する32）．

　そして，このようなホリスティック教育を実践する教

師のたあに，以下の自己変容のプログラムが考案されて

いる．

1．瞑想とイメージワークー自分の内面を静かにし，

　　〈いまここ〉で起こっていることをクリアに見っめ，

　　日々のストレスにうまく対処し，日常生活を楽しく

　　送るとともに，自我への執着を超えて精神的調和を

　　もたらす．

2．ペースをおとす，スローダウンー忙しさから抜け

　　出し，余裕のある生活を送ることで，生活は次第に

　　シンプルなものになっていくと同時に，地球やいの

　　ちの基本的なリズムとのっながりが肌で感じられる

　　ようになる．

3．運動する一からだを動かすことで自分を知り，か

　　らだと心の関係を理解していく．

4．奉仕する一教えることを奉仕という観点からとら

　　え，生徒や他の教師と関わるときも開かれた態度で

　　のぞみ，自分の思いにとらわれず，日々でくわすも

　　のを自己変容の機会ととらえ，オープンで共感的な

　　人間に成長する．

5．日記をっける一日記をっけることによって，自己

　　と対話し，自己の成長を促す．日記に夢やイメージ

　　ワークにあらわれた自分の人生の課題や問題を書き

　　とめて，自分の感情や思いと結び付けて吟味し，自

　　己理解を深ある方法もある33）．

　このような教育はまだ一部の教育者によってしか実践

されていないのが現状であり，このような視点をさらに

教育に多く取り入れていくことが現代的要請・課題でも

あるが，教育の場だけが変化していくだけでは不十分で

ある．先述のように，子どもの育ちに対して親と教師等

の教育関係者は車の両輪のような協同が重要である．学
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校や教育センターや子育て支援センター等のさまざまな

機関が，こういった面での親に対する支援を実践し始あ

ているが，その支援の内容は現状ではコンサルテーショ

ンやカウンセリングや講演会といった形のものがほとん

どである．もちろん，そういった支援も重要ではあるが，

そういった支援の対象とのなるのは自ら相談する人や支

援を受けようという意思をもった自発的な人だけに限定

されてしまう．実際には，そのようなに意思や意識を持

たない人々ほど子育てに関して深刻な問題を抱えやすい

傾向がある．またそういった自発的な来談を待っタイプ

の支援は，問題が生じた後の対応が中心になってしまい

がちである．問題を生じさせないたあの対策として，ま

た自発的には支援を求めにくい状況にある人々にも等し

くそのような支援や学習が可能となるための方策が必要

である．

むすびに

　子どもを産めば物理的には親になることができるけれ

ども，親である自分とは違う個性をもち，自分とはちが

う世代を生きるある意味では予想のっかない相手を，予

想のっかない世の中に対応させるべくしっけ，個性を見

守り伸ばす…そこには大きな責任があり，それは大変高

度で複雑な作業である．しかし，そのような大変高度で

複雑な作業を行うにあたって，それを職業として行う教

育者・保育者等は多かれ少なかれ専門的な訓練を受ける

が，一般の親はそういった機会もない．子育ては学校教

育の中で教科学習としては組み入れられておらず，カウ

ンセリングや生涯発達心理学に関する領域の学習も同様

である．ほとんどの親は自分が親に育てられた経験を思

い出したり日々の子どもの反応を見たり，最近では育児

雑誌やマニュアル本を読んだりしながら子どもを育てて

いく．核家族化が進み，子育ての先輩にあたる上の世代

からの援助やアドバイスも得られない親も多い．そういっ

た状況の中で親自身が追い詰められ，育児ノイローゼに

なったり，親自身の自己実現との兼ね合いに葛藤したり，

親自身の達成していないままの発達課題に苦しんだりす

るケースは多く，結果として虐待やさまざまな子ども達

の問題も増加していると考えられる．

　現代の子ども・青年の臨床的問題を先に述べたが，そ

のいずれの問題にしても，その問題を有する子ども・青

年への支援のたあには，子ども・青年の問題を生涯発達

の視点からよく理解することと同時に，支援する側の大

人達（専門家も一般の大人も含めて）が問題の背景の相

互影響関係を理解し，生涯発達の視点から自身の問題を

振り返り，達成されていない発達課題を自覚し取り組み

成熟へ向かうことが必要である．

　子どもが自立し巣立っていく時期には，親は新たな人

生の課題に直面する．この課題をうまくクリアできない

といわゆる空の巣症候群（子どもが独立し家を出た後に

生きがいを失い心に空洞のできたような心理状態に陥る

こと）に代表されるような，それまでの人生の意味や自

分の存在価値まで問い直さざるを得ない深刻な事態にな

り，その悪影響は周囲にも及ぶ．逆にこの課題を達成す

ることができれば，例えば夫婦ふたりだけで家族システ

ムを再構成したり新たな生きがいを見出し，充実した生

活を送り周囲にも良い影響を与えることができる．この

ようなパターンは他の発達段階においても共通して見ら

れるものである．

　人とのかかわりの基本形態は家族であり，人間形成の

大きな部分を家族が担っている現状がある．最近では，

出生，死亡や結婚，離婚の変動に加え，人口移動や都市

化の進行にともなうライフスタイルの変化により，家族

の形態が多様化している．平均世帯規模は減少し，単独

世帯は増加し，いわゆる親にパラサイトしているような

状態の若者の増加とも関連して晩婚化，非婚化，少子化

も進んでいる．また，離婚や死別した家族同士が新しい

家族を再構成するステップファミリー，親族でない高齢

者同士の共同生活，高齢者の介護と治療を目的としたグ

ループホーム等新たな協同生活形態が生まれている．今

後も社会の状況変化のもとさらに新たな形態が出現する

ことが予想される．こうした新たな生活形態の中で，人々

が孤立することなく社会の中でそれぞれの自己実現と矛

盾なく積極的な意義を見いだしていくことが要求される．

　発達という物語は，その時代の社会的・文化的条件あ

るいは人間の健康状態，寿命等に影響を受けて変化する

ものである．一方社会的・文化的条件も発達の物語が変

わることで逆に影響を受け変化する．っまり双方向的な

関係にある．しかし，発達というグランド・デザインが

変化してきている現代にあって，社会的・文化的条件は

まだ十分に対応できていない．子どもの時代における発

達と学校制度等とのずれ，成人期における役割の変化，

老人期における生き方の変化等のさまざまな齪擁に対し

て，多くの人が再度人生をデザインし直すことが求めら

れているのである．このような変化に対応できずなんら
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かの障害や病に陥ってしまった人々に対する治療的援助

については，すでに多くの研究や実践があるが，そのよ

うな問題への予防的及び開発的な視点からの対策はまだ

十分に講じられているとは言いがたい．なにか問題が生

じた後に専門家による治療や援助を受けることも大事な

ことではあるが，そもそもそのような問題が生じないよ

うに予防的及び開発的な働きかけが一般の人々一生涯発

達の視点からすべての年齢すべての立場の人々を対象と

してなされれば，虐待の世代間伝達のような悲劇的な悪

循環を防ぐことができるのである．先述のストレスマネ

ジメント教育やホリスティック教育のような，かって治

療やカウンセリングの現場で行われていたことを発展，

応用し教育に生かしていく心理教育的な方法はまだ広く

普及しおらず，これからさらに研究・実践される必要が

ある．また，子ども・青年の望ましい人間形成のために

すべての人々の生涯発達の課題を達成していくことが重

要であるという認識のもとに，一部の専門家のみならず

すべての人々が生涯発達の課題を達成するために必要な

知識や力を得られるような適切な機会一問題が生じた後

に対処するための援助機関のみでなく，予防的及び開発

的にその力を得られるようにするための機会一これをす

べての人が平等に受けられるよう設けることが重要であ

ると考える．その具体的方法を講じることを今後の課題

としたい．
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Abstract

　For　a　man　to　acquire　good　character　it　is　important　that　he　is　able　to　achieve　developmental　tasks　at　the

each　developmental　stage．　Nowadays　there　are　many　difficulties　and　obstacles　which　have　to　be　overcome　to

acquire　good　character　in　present　society．　It　is　important　to　consider　and　understand　the　complexties　of　the

whole　problem　at　various　levels．

　Only　adults　acquiring　good　development　in　sound　mind　can　support　children　of　sound　mind．

　We’ve　discussed　the　discipline　of　humanistic　development　from　Holistic　Education’s　Perspectives　in　this

pape「・
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